


























































































していたからだとされている。1944年 12月の人数は直接工 2,050名、間接工が 650名とさ













た。すべてが苦労だった。通常は 2–3年かかる作業を 1年でやれという話で、毎日朝 8
時から夜 9時ごろまで夢中になって仕事をしていた17)。
キ―87は B29の迎撃を主な目的とし、B29が飛来する高度 1万mまで 14分で到達する予
定だった。操縦席には、最初は与圧気密室の採用が考えられていたが開発できず18)、酸素マ
スク用の酸素ボンベを大量に積むことにした。最高速度はプロペラ機としては当時の最高水








































































































































































20 tの爆弾を搭載した場合の航続距離は 16,000 km、速力 680 km/hで、翼面積は 350 m2、




























































































正門から現在も ICU教会前に存在するロータリー（「図 1」⑫・「図 2」⑩）までの道路









建築された当初は 3階建てであったが、戦後の ICU買収後 4階が増築される等改造が施














図 2　2002年の状況　※国土地理院 2万 5千分の 1地形図「吉祥寺」（2002年発行）に加筆
①西武多摩川線　② ICU高校グラウンド　③ ICU本館　④シーベリーチャペル　⑤泰山荘　⑥野川　
































































































































































































































































































































































































































 3) USSBS資料、USB-13, Roll. 222A、国立国会図書館憲政資料室所蔵の 1945年 11月 8日に作成
された太田製作所についての記述より。試作研究部門は太田製作所全体の 10％を占めていたと
いう（太田市『太田市史史料編近現代』同市、1987年、502頁）。
 4) 青木邦弘『中島戦闘機設計者の回想』光人社、1999年、170頁。ただし 1956年に青木は三鷹に
移動したのは「マーシャル群島がやられる 2–3日前」とも発言している（鳥養鶴雄『知られざ
る軍用機開発』下巻、酣燈社、1999年、125頁）。マーシャル群島日本軍守備隊全滅が新聞で報
じられたのは 1944年 2月 26日である（『読売報知』1944年 2月 26日東京版）。





 6) 前掲『富士重工業三十年史』37頁、図―10「中島飛行機組織図（昭和 17年末）」には三鷹研究所
には佐久間一郎を中心とした「建設部」のみが置かれている。












のは 1944年春だという（2002年 8月 7日元三鷹研究所発動機総部技師（1919年生まれ）との
面接より）。
 9) 2002年 4月 27日三鷹研究所の格納庫に動員された元都立機械工業学校学徒（1929年生まれ）
との面接より。
 10) 前掲 2002年 8月 7日の面接より。
 11) 2002年 5月 17日三鷹研究所発動機試作工場に動員された元都立機械工業学校学徒との電話より。
 12) 水谷総太郎『中島飛行機エンジンとともに』酣燈社、1999年、146頁。および戸田康明『回想』
自費出版、1991年、39頁。
 13) 前掲 2002年 8月 7日の面接より。
 14) 前掲『回想』27–30頁。






 17) 2005年 9月 29日三鷹研究所でキ―87・「剣」の設計をした元技師補（1916年生まれ）との面接。













 23) 2002年 8月 14日三鷹研究所機体総部で事務などに従事した元従業員（1926年生まれ）との面
接。
 24) 前掲 2002年 4月 27日面接。
 25) 櫻井隆『陸軍飛行第 244戦隊史』そうぶん社、1995年、260頁。
 26) 前掲 2002年 4月 27日面接。




 29) 青木のこの著書における「剣」についての記述（169–204頁）は、彼が 1991年に自費出版した
『三鷹研究所と「つるぎ」』、1995年に自費出版した『第二次大戦戦闘機の回想』第 3章とほぼ同
じ内容である。青木は山田誠『最期の特攻機剣』大陸書房、1974年、テレビ番組『最後の特攻



































 38) 太田市企画部編『銀翼遥か 中島飛行機五十年目の証言』同市、1995年、158頁。















新聞』1970年 8月 15日、新井謹之助ほか『別冊 1億人の昭和史　日本航空史　日本の戦史別巻
3』毎日新聞社、1979年、215頁）。
 41) 朝日新聞 1970年 8月 15日、前掲『最期の特攻機剣』151頁。なお戦後吉沢は「剣」について次
のように回想している。





られた（2002年 7月元都立機械工業専門学校学徒からの手紙、2002年 4月 15日元三鷹研究所
企画課係長との面接、前掲 2004年 3月 20日の電話）。ただし 2004年 3月 20日の話者は、青木
の訂正を「本当は特攻機なのだが祝詞でそういうとは何事か」という意図のものと記憶していた。




 44) 調布飛行場でも「第二百三十二振武隊」（定員 6名）が 1945年 5月編成され、7月数機の「剣」
が搬入されたが、あまりの粗末さから「ガンバコ（棺桶）」と呼ばれたという（前掲『陸軍飛行
第 244戦隊史』261–262頁）。
 45) 以上、高島亮一「回想―キ 115剣」第 1–10回『航空ファン』文林堂、1993年 1–10月号より。
 46) 前掲 2002年 7月 18日の面接より。
 47) 戦後の米軍による調査によれば三鷹研究所では 3月に 2機、4月に 2機、5月に 1機、6月に 5
機、7月に 8機、8月に 4機（合計 22機）の「剣」を生産したという（富永謙吾編『現代史資
料 39太平洋戦争 5』みすず書房、1975年、186頁。前掲 USSBS資料、USB-13, Roll. 222A、コ
マ番号 808）。筆者の聞き取り調査によれば三鷹研究所の格納庫には 3–4機の「剣」が置かれて
いたといい（前掲 2002年 8月 14日面接、前掲 2002年 10月 5日面接）、敗戦後製作途中の
「剣」を燃やしたという話もある（前掲『玉泉』42頁）。ただし前掲『日本航空機総集Ⅴ中島篇　
改訂新版』138頁は三鷹で製作されたのは 1機のみで「中島岩手工場」で 22機、「中島太田工
場」で 82機、合計 105機が生産されたとする。疎開先の岩手で 22機生産したというのは疑わ
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しいが（前掲「中島飛行機三鷹研究所―その疎開と終焉」81–82頁）、筆者がおこなった聞き
取り調査でも「三鷹では 1機のみ」という答えがあった（前掲 2004年 3月 20日の電話）。製作
に工作兵も加わっていたことは 1988年 ICU学生グループ「地下道探偵団」メンバーによる三
鷹研究所機体総部に動員された元日本大学第二中学学徒からの聞取り調査の記録（ICU図書館
歴史資料室蔵）・前掲 USSBS資料、USB-13, Roll. 222A、コマ番号 808より。
 48) 前掲テレビ番組『最後の特攻機ツルギの謎を追う！』によれば試作 2号機。
 49) 2013年 8–10月 R. E. Leeからの筆者宛て計 3回の Eメールより。Leeはアメリカの文献から









は 550 km/h（高度 2,800 m）で当時すでに旧式だった「零戦」と同程度である（前掲『日本航
空機総集第 5巻中島篇　改訂新版』139頁）。








 57) この項は、田中清史「空冷 36気筒機関の思い出」（『月刊内燃機関』Vol.11　No.125、山海堂、
1972年 7月）、水谷総太郎「超大形爆撃機『富嶽』のエンジン」（『日本機械学会誌』第 85巻第




 58) 前掲 USSBS資料、USB-13、ロール 222A コマ番号 799、828。この 2つの資料は矛盾している
ため、共通する部分を記述した。
 59) 2003年 1月 27日元三鷹研究所発動機試作工場長（1915年生まれ）との面接。
 60) 前掲 2002年 8月 7日の面接。
 61) 前掲 2002年 8月 7日の面接によれば三鷹研究所における発動機開発はレシプロエンジンのみだ
ったという。ただしネ―230の試作は日立製作所日立工場でおこなわれたようであるが（日立製
作所臨時五十周年事業部社史編纂部編『日立製作所史 2』同社、1960年、28, 36頁）、前掲 2003
年 1月 27日の面接によれば設計は三鷹研究所でもおこなったという。
 62) 関根隆一郎「中島飛行機発動機 20年史」『航空情報』酣燈社、1952年 7月号、33頁。
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 63) 前掲 2002年 8月 7日の面接。碇義朗『決戦機疾風航空技術の戦い』光人社、1996年、291頁。
 64) 前掲『富士重工業三十年史』40頁に筆者の調査を加え推定した。











 68) 前掲 2002年 10月 13日の面接、2003年 8月 29日三鷹研究所発動機試作工場に勤務した元工員
（1919年生れ）との面接より。
 69) 2003年 8月 22日当時三鷹町野崎の住民で三鷹研究所発動機試作工場に動員された元都立機械工
業学校学徒（1928年生れ）との面接。
 70) 2005年 2月 10日当時三鷹町井口の住民（1926年生まれ）との面接。
 71) 前掲 1988年 ICU学生グループ「地下道探偵団」メンバーによる聞取り調査の記録より。
 72) 石川芳郎『来し方ゆく末』自費出版、1982年、35頁（ICU図書館歴史資料室所蔵）。
 73) 2002年 9月 20日、当時三鷹町大沢の住民で三鷹研究所に動員された元三鷹第二国民学学徒との
面接より。
 74) 戦後の改造については C. W.アイグルハート『国際基督教大学創立史』国際基督教大学、1990
年、118–119, 148頁。2003年には外壁にタイルが貼られた。
 75) 2007年 2月 15日三鷹研究所の研究（設計）本館 2階で製図に従事した元武蔵野女子学院高等女
学校学徒（1929年生まれ）との面接。
 76) 前掲『富士重工業 30年史』40頁、前掲『玉泉』4, 32, 36頁には「研究本館」と書かれている。
「設計本館」とするのは前掲『中島戦闘機設計者の回想』171頁。「研究場」とするのは「中島飛
行機三鷹研究所配置図縮尺二千分之一昭和十九年三月一日現在」富士重工業東京事業所蔵。






 79) 前掲 2002年 7月 18日の面接。「現図」は格納庫にもあったという。なお三鷹研究所における現
図の仕事については前掲『銀翼遥か　中島飛行機五十年目の証言』157–158頁に記述がある。
 80) 2002年 8月 16日三鷹研究所でキ―87の図面作成に従事した元従業員（1924年生まれ）との面
接。
 81) 前掲 2002年 7月元都立機械工業専門学校学徒からの手紙。
 82) 前掲 2002年 8月 7日の面接。前掲 2002年 7月 18日の面接の話者も 3階西側には発動機の設計
108
が入っていたと記憶していた。
 83) 前掲『いま語り伝えたいこと』225–226頁。前掲 2002年 11月 25日の面接。
 84) 2007年 2月 15日三鷹研究所に動員された元武蔵野女子学院高等女学校学徒（1929年生まれ）
との面接より。「飛行実験」が研究（設計）本館 2階西の端に置かれていたという話は、2004年
3月三鷹研究所機体総部に動員された元都立玉泉中学学徒からの筆者宛ての手紙にもある。
 85) 前掲「空冷 36気筒機関の思い出」64頁には「この発動機（※ハ―54）の設計部隊は約 50名で
……国際キリスト教大学本館 2階に陣取って……」とある。
 86) 前掲 2005年 9月 1日の面接。治具・立体図については 2005年 2月 8日三鷹研究所機体総部で
治具設計に従事した元航空科学専門学校学徒（1925年生まれ）との面接。
 87) 前掲 2005年 2月 8日の面接より。ただしこの話者は自分の部署を 2階の東側と記憶しており、
その点が註 84に示した 2007年 2月 15日面接の話者の証言とは食い違う。






 89) 前掲 2004年 3月元玉泉中学学徒からの筆者宛て手紙より。材料試験部・治工具部での動員学徒
の体験については前掲「中島飛行機三鷹研究所における動員学徒」185–186頁。
 90) 前掲「中島飛行機三鷹研究所における動員学徒」185頁。2003年 8月 21日三鷹研究所機体総部
の接着剤の研究室に動員された元都立重機工業学校学徒との電話。
 91) 前掲 2002年 7月 18日の面接。
 92) 学徒係については 2002年 7月三鷹研究所機体総部で「剣」の設計に従事した元都立機械工業専
門学校学徒からの手紙。庶務課については前掲 2002年 8月 14日の面接。会計課については
2007年 1月 25日三鷹研究所会計課に動員された元武蔵野女子学院高等女学校学徒（1928年生
まれ）との面接。ただしこれらも総務本館のことかもしれない。





 96) 2006年 8月三鷹研究所総務部企画課元係長（1914年生まれ）からの筆者宛て手紙、山本茂男ほ
か『B29対陸軍戦闘隊』今日の話題社、1985年、152頁より。元三鷹研究所総務部企画課長・
石井愛が、爆撃機「富嶽」の構想のため建設したと回想する「六十間四方の組み立て工場」（「石
井愛、久代御夫妻のお話から」『ICU Gazette Vol.XL No.16』ICU、2000年 2月、14頁）も、こ
の格納庫のことと考えられる。
 97) 前掲 2002年 4月 27日の面接、2006年 9月 28日同じ立場の同校学徒（1928年生まれ）との面
接。2004年 6月 19日三鷹研究所の格納庫や運輸課に動員された 5名の元日本大学第二中学学徒
（1927–1928年生まれ）との面接、前掲『玉泉』67–68頁。
 98) この他の回想については前掲「中島飛行機三鷹研究所における動員学徒」184–185頁。
 99) 前掲 2004年 6月 19日の面接。
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 102) 2002年 10月 28日三鷹研究所の格納庫に動員された元三鷹第二国民学校学徒（1931年生まれ）
との面接。
 103) 前掲 2002年 8月 7日の面接。
 104) 例えば、別冊航空情報編集部『精密図面を読む 4日本陸 /海軍の試作機』酣燈社、1997年、93
頁。
 105) 2005年 7月 29日三鷹研究所の格納庫に動員された元都立玉泉中学学徒（1930年生まれ）との
面接。
 106) 前掲『回想』29–30, 39頁。




 108) 2002年 5月 11日三鷹研究所発動機試作工場に動員された元都立第五高等女学校学徒（1930年
生まれ）との面接、前掲 2003年 8月 22日の面接。
 109) 前掲 2002年 8月 7日の面接。
 110) 2002年 11月 18日三鷹研究所発動機試作工場に動員された元都立機械工業学校学徒との面接。
 111) 前掲 2003年 8月 29日の面接。
 112) 2002年 8月 10日三鷹研究所発動機総部で設計に従事した元従業員との電話。
 113) さわらび会（都立第五高等女学校第 24・25期同窓会）『さわらびの記憶』自費出版、1995年、
35頁。
 114) 前掲 2002年 5月 11日の面接。
 115) 前掲「第一軍需工廠配属　東京帝国大学文学部勤労報国隊報告書」55頁、2002年 7月 16日元
三鷹研究所総務部会計課職員（1925年生まれ）との面接。
 116) 2002年 8月 6日三鷹研究所廠長室の元秘書（1927年生まれ）との面接。小山悌は九七式戦闘機
や戦闘機「隼」の設計で知られる。
 117) 前掲 2004年 6月 19の面接。
















 123) 前掲 2002年 10月 5日の面接。
 124) 前掲 2002年 10月 13日の面接。
 125) 前掲 2002年 7月 18日の面接。さらには前掲「中島飛行機三鷹研究所における動員学徒」191頁
参照。
 126) 東野住宅については東野史編さん委員会編『ひがしの史』東野会、1991年。井之口章次編『三
鷹の民俗 三 深大寺』三鷹市教育委員会、1982年、24–25, 118–121頁。
 127) 2003年 7月 19日戦後三軒寮に住んだ元中島飛行機武蔵製作所工員（1913年生まれ）との面接。
 128) 渡部一英『日本の飛行機王中島知久平』光人社、1997年、391頁。
 129) 前掲「石井愛、久代御夫妻のお話から」14頁。石井久代は中島知久平の息女。
 130) 前掲『陸軍飛行第 244戦隊史』259頁。




 132) 前掲 2002年 4月 15日の面接。この面接では「ルノー」とのことだったが前掲『日本の飛行機
王中島知久平』424頁によれば「パッカード」。
 133) 三鷹市教育委員会『水車屋暮らし』同委員会、2000年、47–49頁。2002年 12月 6日この水車
の所有者・峰岸清（1910年生まれ）との面接。
 134) 2002年 8月 22日龍源寺住職の妻（1924年生まれ）との面接。
 135) 前掲「石井愛、久代御夫妻のお話から」11頁。
 136) 前掲 2002年 4月 15日の面接、前掲 2002年 8月 6日の面接。このイブキが現在 ICUキャンパ
スの「マクリーン通り」北側などに移植されている（前掲『来し方ゆく末』37頁。なお、1953
年から ICUに勤務した著者・石川によれば、現在 ICU本部棟北西の広場など ICU構内に多数
みられる 30cm×30cm×90cm程の御影石は、元々三鷹研究所への引込線（図 1②）の停車場に
使われていたものだという。）。
 137) 前掲 2002年 5月 11日の面接。
 138) 前掲『来し方ゆく末』180頁。
 139) 前掲 2002年 11月 18日の面接。前掲 2002年 10月 5日に面接した話者も格納庫付近の地下壕に
入ったが、やはり連絡通路と認識していた。工具や部品が置いてあったという。
 140) 前掲 2002年 7月 16日の面接より。この防空壕と思われるものの略図が三鷹市遺跡調査会編『三
鷹市埋蔵文化財調査報告第 15集　三鷹市域の遺跡』三鷹市教育委員会、1990年、59頁に掲載




 142) 前掲 2002年 10月 28日の面接。
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 143) 前掲 1988年 ICU学生グループによる聞取り調査、前掲 2002年 4月 15日の面接、前掲 2006年
9月 28日の面接。骨は龍源寺の「穴佛」に納められたのだろう（三鷹市教育委員会『てくてく・
みたか』同委員会、2001年、149頁）。
 144) 前掲 2002年 11月 18日の面接。
 145) 前掲 2002年 7月 18日の面接。前掲「中島飛行機三鷹研究所における動員学徒」192頁にも小規
模な防空壕での回想がみられる。
 146) 前掲 2002年 8月 14日の面接。この面接では、三鷹研究所の仮事務所前で総務課や会計課の職
員が防空壕を掘る写真も見せていただいた。誰も本当に空襲されると思っていなかった頃の撮影
ということで、人々の表情には笑みも見られる。
 147) ただし中島の戦略的思考の確かさについては、本稿「3.2.1. ハ―54」で触れたようにアジア太平
洋戦争については当初楽観的だったことも併せて考えねばならないだろう。
 148) 「二十年度前期特攻兵器整備表」（参謀本部・軍令部「昭和二十年度前期陸海軍戦備ニ関スル申合









られた（前掲 2005年 9月 29日面接）。アジア太平洋戦争全体から見れば三鷹研究所での出来事
はごく小さなものであるが、それでも関わった個人によっては戦後も大きく圧し掛かるものであ
ったのだろう。

